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タケトヨ消防団の活躍に！

障がい者相談員を増員 感謝！
企業版ふるさと納税

町に入ってくるお金や、その使い道が正しいかどうか
を議員がチェックをすることです。9月の定例会では
昨年度の決算認定を行いました。
その中で議会が注目した事業を７つ取り上げます。

決算認定令和４年度

まちのお金はどう使われた？

○「決算認定」ってなに？

Ⓠ何社から寄附が
あったのか？

Ⓠ寄附金はどのような
事業に充てられたのか？

Ⓐ3社。

Ⓐ地球温暖化対策に
10万円。保育園に50万円。
学校給食配送車の賃借料に
10万円。

01
防災

03
福祉

02
企画

消防団とは、本業を持ちながら「自分たち
のまちは自分たちで守る」という精神のも
と、地域の安全安心を守るため設置された
消防機関のひとつです。

障がい者や関係する方が安心して相談い
ただけるよう、身体障がい・知的障がいと精
神障がいに分け、2事業者へ相談支援事業
を委託しました。

議員から質問！

議員から質問！ 議員から質問！

Ⓠ出動報酬が１回2,000円から
１日8,000円に改正されたが、
出動人数は増えたのか？

Ⓠ出動の多い
OB分団の定数を
増やしては？

Ⓠ大きな増額の理由は？

Ⓐ火災１回につき
２名の出動人員が
増えた。

非常時消防費：4505万円

寄附金：70万円相談支援事業委託料：3622万円

自治体の地方創生の事業に対し、企業が寄
附をした場合に法人関係税の控除を受けら
れる制度です。

～決算認定までの流れ～
9月

※議案とは、会議で決定するための提案

Ⓐ理想的な組織のあり方に
ついて、消防団と共に検討する。

Ⓐ令和4年1月から障
がいに関する相談員の
増員をしたため。
相談できない人が出な
いような水準で委託を
している。

 ２日 開会

　
 13日 議案に対する質疑

　
 14日 総務企画
 15日 文教厚生   委員会
 16日 建設経済

　
 21日 討論・採決

議会に議案が出されました。

それぞれの分野に分けて
詳しく審査をしました。

討論で賛成・反対の意見
を伝え、議案について
可否を決めました。
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CCNCプール たけとよ
運営評価

学校教育の
ＩＣＴ活用を推進

農地の有効活用
にむけて

太陽光発電で
ゼロカーボンへ

05
健康

04
教育

07
産業

06
環境

屋内温水プールの維持管理・運営をモニタ
リングし、適正な維持管理や運営が行われ
ているかの調査を委託しました。

学校ＩＣＴ活用支援業務を委託。ＩＣＴ支援員
を各校に配置し機器の保守や活用方法の
指導、授業計画の支援などを実施しました。

地域の活性化、優良地確保を目的にし
た、農業振興地域整備計画を策定し、デ
ジタルデータ化しました。

公共施設への再生可能エネルギーである
太陽光発電設備の導入可能性調査・計画
策定業務を委託しました。

Ⓠ１年目からの変化は？Ⓠ１年間の評価と課題は？

Ⓠ調査結果は？

Ⓐ徐々に利用者数が
伸びている。
今後の課題として、
イベントの開催、より
一層の広報活動に
期待すると委託先から
報告を受けた。

Ⓐ38施設のうち26施設で
導入の可能性があった。

Ⓠ調査費用は適切か？

Ⓐ適切な金額と考
えている。

Ⓐ整備計画の作成、各種
図面の作成、GISデータ
の作成があり、
それらの業務にかかる
経費となる。

支援業務委託料：1963万円モニタリング業務委託料：215万円

調査・計画策定業務委託料：1045万円計画策定業務委託料：668万円

議員から質問！

議員から質問！議員から質問！

議員から質問！

Ⓐタブレットや電子黒板
の利活用が推進された。
今後も教職員組織で
効果の検証、検討を
行う。

Ⓠ農業振興地域整備計画委託料の内訳は？


